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統計教育におけるグラフの効用

































    はワンセットで考えなければいけない．
 （2）一つの説明アイテムヘの反応を固定したときにとる予測値の分布は重なることもある
    ので，一つのアイテムヘの反応バターンのみで，予測値の大小はいえたい．
 （3）説明アイテムのレイソジの違いによってどれだけ予測値が変わるか．
 （4）他の説明アイテムと独立な説明アイテムと，独立ではない説明アイテムのふるまいの違
    し・．
 （5） 目的変数の分布の中心に近い予測値をとる反応パターンは種々のものがあるが，分布の
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図1．数量化の結果のグラフ表現．円周上の目盛は最大血圧値を表わす．矢印は経路αで表わされ
   る反応パターンから予測される最大血圧の値（馬場・脇本（1983）参照）．
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